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「

真
言
行
人

即
身
成
佛
事
」

に
つ

い

て
ー
そ
の

基

本
構
造
を
再
検
証
す
る

ー

目

黒
　
宗
　
栄

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

一

は

じ
め

に

　

弘

法
大
師
空
海
上

人

（

以
下
空

海
と

す
る
）

（

七

七

四
ー

八

三

五
）

所
説
の

「

即
身
成
仏
」

は

真
言
宗
の

根
本
教

義
と

し

て

『

即
身
成
仏
義
』

に

お
い

て

成
立
し
て

い

る
。

　
こ

の

『

即
身
成
仏

義
』

成
立
に

至
る
ま
で

の

空

海
の

思

想
形
成
こ

そ

が

重

要
問
題
と
の

認
識
で

論
じ
て

来
た

。

　

し

か

し

な
が

ら

拙
論
に

お

け
る

理

論
と

説
明
の

不
足
に

よ

り
、

こ

の

空

海
の

即

身
成
仏
の

思
想

形
成
段
階
の

重
要
な
理

論
が

今
に

不

明
瞭
と

考
え

此

処
に

再

考
察
を
試
み

る

も
の

で

あ
る

。

　

そ
の

方
法
の

手
順
と
し

て

は

拙
論
で

論

じ
ら
れ

て

き
た

仮
説
を

そ
の

ま

ま
の

順

序
で

引
用
し
何

ゆ

え
に

こ

の

よ

う
な
理

論
が

成
立

す
る
の

か
を

検
証
し

、

そ

の

理

論
を

さ
ら
に

明

瞭
な
も
の

と

す
る

た
め

に

さ
ら

に

材
料
を

提
示
し
て

見
た

い

と

考
え

る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

　

従
っ

て

特
に

新
し
い

説
を

述
べ

る

訳
で

は
な
い

が

資
料
を

再

検
討
し
、

論
理
上

間
違
い

な
い

事
を

提
示

す
る

こ

と

が
こ

の

論

　
75

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

3

文
の

目
的
で

あ
る

。



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

二

　
理
論
に
お

け
る

問
題
点

　
拙
稿
に

お
い

て

仮
説
と

し
て

明

示
さ
れ
た

も
の

を

此
処
に

も

う
一

度

取
り
上

げ
て

み
た

い
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
T）
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
2）

　
そ
の

最
初
は

ま

ず
『

菩
提
心
論
』

（

龍
猛

造
不
空

訳
）

へ

の

疑
難
と

し
て

徳
一

の

『

真
言
宗
未
決
文
』

の

「

即
身

成
仏
疑
」

著

述
か
ら

そ
の

論
争
が

始
ま
る

。

　
蕕

稿
で

は

こ

の

『

未
決
文
（

即
身
成
仏
疑
ζ

に

対
し
て

空

海
著
述
の

『

勧
縁
疏
』

（

諸
の

有

縁
の

衆
を
勧
め

て

秘
密
の

法
蔵
を

　
　

　

　
　
（
3“

写
し

奉
る
べ

き
文
）

の
一

部
に

極
め

て

適
切
な
癒

答
と

判
断
で

き
る

文
章
を

確
認
し
て
い

る
と

述
べ

る

わ

け
で

あ
る

。

　
そ
し
て

空
海
は

『

勧
縁
疏
』

の

次
に

『

即
身
成
仏
義
』

の

著

述
を

行
い
、

即
身
成
仏
の

思

想
が
確
立
さ
れ
た
と

考
え
る

。

　
　

　

　（
4）

　
従

来
の

説
は

『

菩
提
心

論
』

等
の

密
教

経
典
儀

軌
類
と

そ
の

書
写

願
い

で

あ

る

『

陸

州
徳
一

宛
』

（

『

高
野
雑
筆
集
』

巻
上
）

と

そ
れ

に

付
随

す
る

『

勧
縁
疏
』

が
、

ま

ず
徳
一

の

元

に

至
っ

て

か
ら

、

そ

れ

ら
の

密
教

論
書

に
つ

い

て

疑
難
を

講
じ
た

の

が

『

真
言
宗
未
決

文
』

と

云

う
こ

と

に

な

り
、

そ

の

後
に

空

海
が

『

即
身
成
仏

義
』

を

著
し

た

こ

と

に

な
っ

て

い

る
。

　
し
か

し
な

が

ら
こ

の

説
で

疑

問
な
の

は
、

徳
一

は

『

勧
縁
疏
』

を

見
て

い

な
が

ら

『

勧
縁
疏
』

の

事
柄
に

触
れ

て

居
ら

ず
、

逆
に

空

海
は

既
に

『

未
決

文
』

を

見
て

い

な

が
ら
、

著
し
た

『

即
身
成
仏
義
』

に

直
接
対

応
す

る

部
分
が

見
受
け
ら
れ

な
い

と

云

う
こ

と

を

拙
稿
で

は

述
べ

た
。

　
で

は

空

海
と

『

未
決
文
騙

、

延
い

て

は

徳
｝

の

関
係
は

ど

う
で

あ
っ

た
か

。

　
は
っ

き
り
と

し
て

い

る

事
奚
関
係
だ

け
を

取
り
上

げ
る

と
、

　
○
空

海
は

徳
一

に

密
教

経
論
書
写
を
依
藾
し
て
い

る
。

　
○

『

菩
提
心

論
』

に
つ

い

て

徳
一

は

「

即
身
成
仏
疑
」

の

疑

難
を

著
す

。
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○
空

海
は

顕

密
二

教
の

教
判
を

『

観
縁
疏
』

に

示
し

徳
一

に

送
っ

て

い

る
。

　
以
上
の

こ

と

は
、

間
違
い

な

く

事
実
で

あ

り
、

空

海
は

徳
一

の

存
在
を
は
っ

き
り
認

識
し
て
い

た
こ

と

は
こ

の

点
か

ら
も

疑

い

の

な
い

こ

と

で

あ
る

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
〔
5）

　
『

勧
縁
疏
』

は

極
め
て

教
判
論
的
性

格
を

持
っ

て

お

り
、

空
海
の

著
書
の

中
に

お

い

て

実
に

重

要
な

位
置
を

占
め
て

い

る
。

問

題
は

何
ゆ

え

に
こ

の

よ

う
な
思

想
論
書
を
空

海
が
徳
一

に

書
写
依
頼
の

前
に

送
っ

た

の

か
で

あ
る

。

　

空

海
は

徳
一

に

対
し
て

「

思

想
」

を

訴
え

る
べ

き
存
在
と

し
て

認
識
し

て

い

た

こ

と

に

な
る

。

そ
の

徳
一

が

示

し
た

著
作

（

『

未
決
文
』

）

に

対
し
て

も
し
な
ん

の

反
応
も

示
そ

う
と
し

な
い

と

云

う
の

な

ら
ば

、

そ
れ
は
む

し
ろ

不
自

然
と

云
わ

ざ
る

得
え

な
い

。

　

し
た

が
っ

て

空

海
は

徳
一

が

「

思

想
」

を

訴
え

る
べ

き

存
在
と

し

て

認

識
し
て

い

た

か
ら

こ

そ

『

勧
縁

疏
』

を
徳
一

に

示
し

た

の

で

あ
る

。

で

は

何
ゆ

え

に

徳
一

が

「

思

想
」

を

訴
え

る
べ

き

存
在
と

し

て

空
海
が

認
識

す
る

に

至
っ

た

か
。

　
こ

こ

ま
で

は

事
実
で

あ
り
及
び

理

論
上

全

く

問
題

無
い

と

こ

ろ

だ

が
、

こ

こ

か

ら

先
が

推
論
や

仮

説
を

も
っ

て

話
を

進
め

て

い

か

な
け
れ

ば

な

ら
な
い

。

　

空
海
が
ど
の

よ

う
な

係
わ

り
あ
い

か

ら

徳
一

に

「

思
想
論
書
」

と

云
い

得
る

『

勧
縁
疏
』

を

示
す
に

至
っ

た

の

か
。

　

こ

れ
は

極
め

て

重

大
な
論

点
で

あ
る

。

徳
一

が

学
僧
と

し
て

勝
れ

て

い

る

と
云

え
ど

も
、

『

勧
縁
疏
』

の

よ

う
に

、

極
め
て

論

理
的
に

真
言
密

教
の

内
容
に

踏
み

込
ん

だ
も
の

を

提
示

す
る

必
要
が
あ
っ

た

の

か
ど

う
か

。

　

こ

の

点
に

つ

い

て

は

推
測
の

域
を

出
な
い

。

　

し
か

し
な
が

ら
い

か
に

推
測
の

域
と
云

え
ど

も
、

『

勧
縁
疏
』

の

述
べ

る

と

こ

ろ

が
、

『

未
決
文
』

の

「

即

身
成
仏
疑
」

に

理

論
上

対

抗
し

得
る
こ

と

を

説
明
で

き

る
の

で

あ
れ

ば
、

論
証
と

し

て

十

分
と

考
え
て

お

り
、

そ
こ

で

こ

の

拙
稿
の

役
割
は

果
た

し

た

と

考
え
る

。
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拙
論
で

は

著
述

順

序
の

問
題

点
が

完
全

に

解

明
さ

れ

る

訳
で

は

な
い

が
、

双
方
の

内
容
が

理

論
的
に

噛
み

合
っ

て

い

て

さ
ら

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

78

に

疑

難
を

破

釈
す
る

こ

と

を

明
解
に

提
示
す
る

こ

と

が

で

き
る

な

ら
ば

そ
れ
で

こ

の

拙
稿
の

目

的
は

達
成
さ
れ

る
。

　
　

　
　

　

3

　

そ
の

方
法
論
と
し

て

こ

の

章
で

述
べ

た

著
述

順
序
に

お
い

て
、

そ
の

論
理

性
の

み

を
追

究
し
て

み
た
い

。

　

　

　
　

三

　
論
理
の

確
認

　
『

菩
提
心

論
』

に

は
、

　

　

諸
佛
菩
薩

。

昔
在
因
地

。

発
是
心

已
。

勝

義
。

行
願

。

三

摩
地

爲
戒

。

乃
至
成
佛

。

無
時
暫
忘

。

　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
6）

　

　

惟
真
言
法
中

。

即
身
成
佛

故
。

是

故
説
三

摩
地

於
諸

教
中

。

闕
而
不
言

。

一

者
行
願

。

二

者
勝
義

。

三

者
三

摩
地

。

　
こ

れ

は

菩
提
心
の

中
身
は

、

勝

義
、

行
願

、

三

摩
地

で

あ

り
、

た
だ
こ

の

中
で

真
言

法
に

お
い

て

の

み

即
身
成

仏
す
る

か

ら
、

こ

の

ゆ

え
に

三

摩
地

を
説
く

、

と

述
べ

る
。

　
こ

の

論

書
も
極
端
に

読
み

違
え

る

こ

と
は

無
い

と

思
わ

れ

る
。

し
た
が
っ

て

『

菩
提
心

論
』

の

解

釈
が
全

く

異
な

る
こ

と

は

無
い

と

思
う

。

　

そ
し
て

特
に

此

処
で

重

要
な
の

は

「

惟

真
言

法
中
」

云

々

の

点
で

あ
る

。

空

海
の

解
釈
は

『

弁
顕

密
二

教
論
』

と

『

即

身
成

仏
義
』

に

引
用
し
、

特
に

『

即
身
成
仏
義
』

で

は

真
言

宗
の

根
本

教
義
た
る

《

即
身
成
仏
》

の

用
語
を

明

確
化
し
た

論
拠
と

な

っ

て

い

る
。

　

読
み

違
え
る

こ

と

は

無
く
て

も

解
釈
を

異
に

す
る
こ

と

に

よ

り
、

全

く

別
な

展
開
と

な
る

場
合
が
あ
る

。

　

　

亦
真
言
行
人

三

行
爲

因
即

身
成
佛

。

一

者
行
願

。

二

者
勝

義
。

三

者
三

摩
地

。

　

　
一

行
不

具
失

。

N 工工
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所
言
行
不
具
失

者
。

凡
菩
薩
雖

無
量
行

。

總
攝
六

度
。

四

攝

悉
盡

。

　
　
今
真
言
行
人

所
修
因

行
雖
列
三

名
。

而
總
是

觀
行

。

　
　
此
止

觀
行
於
六

度
中

唯
静
慮
波

羅
蜜
多

。

非
餘
五

度
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
（
ヱ

　
　
爾
則
唯
行
一

度
不
行
餘
五

。

全

闕
四

攝
。

闕
行
成
佛
此

則
不
可
也

。

　
徳
一

の

『

未
決
文
』

「

即
身
成
仏
疑
』

の

「

行
不
具
失
」

の

引
用
で

あ
る

。

　
こ

れ
が

所
謂
『

菩
提
心

論
』

の

先
の

引
用
に

対
す
る

徳
一

の

「

行
不

具
失
」

の

疑
難
と

云

わ
れ

る

も
の

で

あ
る

。

　
さ
て

既
に

拙
論
で

述
べ

て

お

り
、

ま
た

学
問
上
こ

の

点
で

は

見
解
の

相
違
は

全
く
無
い

と

思
わ

れ
る

の

で
、

改
め
て

説

明
を

加
え
る

必

要
は

無
い

の

か

も
し
れ

な
い

。

　
し
か
し

こ

の

後
の

続
き
を

考
え
る

上

で
一

通
り
の

こ

と
は

申
し

述
べ

た

い

と

思

う
。

　

 
三
つ

の

行
（

行
願

、

勝
義

、

三

摩
地）

を

因

行
と

し

結
果
と
し

て

即

身
成
仏

す
る

。

　

 
三
つ

の

行
は

す
べ

て

止

観
行
（

六

度
の

中
の

禅
定
の

み
）

で

あ
る

。

　

 
三
つ

の

行
（

禅
定
）

だ

け
で

は

六
度
の

他
の

五
つ

の

行
と

四

攝
を

欠
く
の

で

成
仏
不
可
と

断
ず
る

。

　
こ

の

徳
一

の

『

菩
提
心

論
』

に

対
す
る

解
釈
は

的

確
か

否
か

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　（
8）

　

因
地

（

仏
に

な

る

以
前
の

修
行
段
階
の

境
地
）

に

於
い

て
、

菩

提
心
を

発
し

巳
っ

て
、

そ
の

行
相
を
三

門
に

分
け
る

。

そ

れ

が

勝
義

、

行
願

、

三

摩
地
で

あ

る
。

そ
し
て

成
仏
に

至
る

ま
で
一

時
も
忘
れ

る

こ

と

は

な
い

。

こ

こ

ま
で

は

『

菩

提
心

論
』

の

解

釈
に

そ

う
差
異
は

無
い

。

　
こ

の

次
で

あ
る

が
、

　
　

惟
し

真
言
法
の

中
に

の

み

即
身
成
仏
す
る

が

故
に
、

こ

れ

故
に
三

摩
地
を

説
く

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

79

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

3

の

文
の

読
み

方
に

よ

り
相
当
な

違
い

が

明
ら

か
に

な
る

。
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「

惟
」

と
云

う
文
字
は

そ
の

前
後
の

内

容
を

逆
の

関
係
で

接
続
す
る
こ

と

に

使
わ
れ

る
。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

80

　
「

惟
」

の

前
の

「

乃
至
成
仏
」

の

「

成

仏
」

に
つ

い

て

は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

　

因
地

《

発

菩
提
心
》

↓
（

行
願

、

勝
義、

三

摩
地
）

↓
成
仏
と
云

う
形
で

あ
る

。

　
「

惟
」

以

降
の

「

即

身
成
仏
」

が

示
す
も
の

は
、

「

惟
」

以
前
の

「

因
地
」

か

ら
「

成
仏
」

が

示
す
も
の

と
は

、

全

く

異
な
る

と

見
る

の

が

妥
当
な

解
釈
と

考
え

ら
れ

る
。

　

そ

れ
は
つ

ま

り
「

乃
至

成
仏
」

の

「

成
仏
」

は

「

因
地
」

か

ら
「

成
仏
」

に

至
る

ま
で

、

空

海
が

解
釈
を

し
た
と

す
る

な

ら

ば

「

三

劫
成
仏
」

と

云
わ
れ

る

も
の

で
、

「

惟
」

以

降
は

「

即

身
成
仏
」

で
、

成
仏
の

原
理

が

根
本
的
に

違

う
と

云

う
こ

と

で

あ

る
。

　
「

惟
」

以
降
の

「

即

身
成
仏
」

を

『

菩
提
心
論
』

は
ど

の

よ

う
に

説
明
し

て

い

る

か
。

　

そ
れ
が

『

菩
提
心
論
』

の

最
後
に

登

場
す
る

有
名
な
頌
で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　（
9）

　

　

若
人

求
佛
慧
　
通
達

菩
提
心

　
父
母

所
生

身

　
速

證

大
覚
位

　

《

通
達

菩
提
心
》

11
《

父

母
所
生

身
　
速
證

大
覚
位
》

　
こ

の

《

発
心
》

と

《

通

達
菩
提
心
》

と
の

関

係
は

、

別
な

研
究
で

あ
り

、

残
念

な
が

ら
こ

こ

で

は

明
確
に
は

で

き
な
い

。

　

た
だ

解
釈
を

付

け
加
え
て

お

く
な
ら

ば
《

父

母
所
生

身
　
速

證

大
覚
位
》

が

《

即

身
成
仏
》

に

相
当
し

、

　
《

通

達
菩
提
心
》

が

《

是

説
三

摩
地
》

に

当
る

と

見
ら
れ

る
。

　

さ

て

話
を

元
に

戻
す
と

、

こ

の

『

菩
提
心
論
』

で

分
か

り

辛
い

の

は

「

勝
義

、

行
顧

、

三

摩
地
を

戒
と

為
す
」

と

前
で

述
べ

な
が

ら

「

真
言
法
中
に
の

み

即
身
成

仏
す
る

が

故
に

、

是
れ

三

摩
地
を

説
く

。

」

と

云

う
点
で

あ
ろ

う
。

　
「

三

摩
地
を

戒
と

為
す
」

と

「

三

摩
地
を

説
く

。

」

は

ど

の

よ

う
に

違
う
の

か
。

　

前
者
は

菩
提
心
の

本
来
的

本
質
的
な

形
相
が

「

勝
義

、

行
願

、

三

摩
地
」

と

示
し
た

も
の

で

あ
る

。
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後
者
は
三

摩
地
の

内
容
に
つ

い

て

明
確
に

説
き
明
か
し

て

い

る

の

が

「

真
言
法
中
」

と

云

う
こ

と

で

あ
る

。

　
し
た

が
っ

て

「

惟
」

の

前
後
に

お

け
る

「

成
仏
」

と

「

即
身
成
仏
」

並
び

に

「

三

摩
地
を

戒
と

為
す
」

と

「

三

摩
地
を

説
く

」

の

意
味
内
容
は

全
く
異
な
る

も
の

と

し
て

理

解
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら

な
い

。

　
し

か
し

徳
一

の

解
釈
は

そ
れ
と

は

全
く

展
開
を

異
に

す
る

。

　
つ

ま

り
「

惟
」

の

意
味
を
重

視
せ

ず
、

「

成
仏
」

と

「

即

身
成
仏
」

と

「

三

摩
地
を

戒
と

為

す
」

と

「

三

摩
地
を

説
く

」

を

同

列
に

扱
っ

て
い

る
と

言
え
る
の

で

は

な
い

か
。

　
　

亦

真
言
行
人

三
行
爲
因
即

身
成
佛

。

一

者
行
願

。

二

者
勝

義
。

三

者
三

摩
地

。

　
　
一

行
不

具
失

。

　
こ

の

部
分
は

「

諸

佛
菩
薩

。

昔
在
因
地

。

発
是
心
已

。

勝

義
。

行
願

。

三

摩
地

爲
戒

。

乃
至

成
佛

。

」

の

「

諸
佛
菩
薩
」

を

「

真
言

行
人
」

に
、

「

成

佛
」

を

「

即

身
成
佛
」

に

変
更
さ

せ

た

だ

け
の

解

釈
で

あ
る

。

　
こ

の

変
更
が
可

能
と

な
る

解
釈
に

理
論
性
は

存
在
す
る

の

だ

ろ

う
か

。

　
こ

の

解
釈
で

は

「

惟
」

と

云

う
言
葉
が

必

要
で

は

無
く
な
る

。

　
「

惟
真
言
法
の

中
に

の

み

即
身
成
仏

す
る

が

故
に
」

と
は

、

た
だ

真
言
法
の

中
だ

け
は

即
身
成
仏

す
る
と

云
う
こ

と
で

、

当
然

前
の

「

成
仏
」

に

対
し
て

「

即
身
成
仏
」

の

特
殊
性
を

述
べ

よ

う
と

し
て
い

る

の

は

明
ら

か
で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

勿
論
「

真

言
法
中
」

も

「

諸
仏
菩
薩
」

に

対
し

て

極
め

て

特
殊
な
「

法
」

と

云

う
こ

と

が
で

き
る

。

　

し
た
が
っ

て

徳
一

の

解
釈
の

よ

う
に

言
葉
の

簡
単
な

入
れ

替
え

な
ど

で

き
る

は

ず
が
な
い

の

は

極
め

て

当
然
で

あ
る

。

　
「

即
身
成
仏
」

は

「

真
言
法
中
」

に

お
い

て

の

み

で

あ
り

、

ゆ

え
に

「

三

摩
地
」

を

説
く
と

も
云

う
こ

と
は

可

能
で

「

真
言
法

中
」

と

「

三

摩
地
」

も

連
動

し
て

お

り
、

ち
な

み
に

空

海
は

「

三

摩
地
」

に

「

法
」

を

付
け
て

引
用

し
て

お

り
、

空

海
請
来
の

　
81

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

3

訳

本
が
そ

の

よ

う
な
記
述
に

な
っ

て

い

た

か

否
か
は

不
明
で

あ
る

が
、

「

三

摩
地
の

法
を

説
く

」

と
云

う

記
述
な
ら

ば
よ

り
そ
の
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意
味
が

鮮
明
に

な

り
、

「

三

摩
地
」

の

中

身
が

説
か
れ

て
い

る

と

云

う
こ

と

が
明

確
と
な

る
。

　

し

か
し
な

が

ら

何
ゆ

え

に

徳
一

は

こ

の

よ

う
な

無
理

な

解
釈
を
し

た

の

か
。

そ
の

理
由
が

勿
論
存
在
す
る

。

　

徳
一

に

と
っ

て

「

即
身
成

仏
」

と

云

う
特

殊
な

用
語
が

用
い

ら
れ

て

い

て

も
「

三

摩
地
」

と

云

う
の

は

「

止

観
行
」

に

過
ぎ

な
い

と
云

う
断
定
が

既
に

そ
の

判

断
の

決
定
的
な

根
拠
と

な
っ

て

い

た
か

ら

で

あ
る

。

　

で

は

果
た

し

て

「

真
言
法
」

の

「

三

摩
地
の

法
」

は

「

止

観
行
」

と

同
一

視
し
て

い

い

の

だ
ろ

う
か

。

　

確
か

に

徳
一

は

『

菩
提
心
論
』

の

言
葉
に

注
目
し
な

が
ら

解
釈
を
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

よ

う
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　（
− o）

　

凡
修
習
瑜
伽

觀
行
人

。

當
須

具
修
三

密
行

。

證
悟
五

相
成

身
義
也

。

所
言一
二

密
者

　
こ

こ

に

出
て

く
る

「

瑜
伽
観
行
を

修
習
す
る

人
」

と

は

「

真
言
行
人
」

で

あ
る

が
、

「

瑜

伽
観

行
」

と

「

止
観
行
」

は

ま

さ
に

同

じ
言

葉
が
用
い

ら

れ

て

お

り
、

コ

ニ

密
行
」

も

「

五

相

成
身
観
」

も
『

菩
提
心

論
』

の

説

明
に

お
い

て
、

「

止

観
行
」

と

同
じ

と

徳
一

は

断
定
し
た
の

で

あ
る

。

　

同
じ

言

葉
で

あ
る

か
ら

そ
の

よ

う
に

判

断
し
た

か
ど

う
か

別
と

し
て

も
徳
一

に

と
っ

て

こ

の

「

三

摩
地

段
」

に

述
べ

ら
れ

て

い

る

事
柄
は

ま

さ
に

「

止

観
行
」

そ

の

も
の

と

見
た

の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（
11）

　

　

第
三

言一
二

摩
地

者
。

真
言
行
人

如
是
観
已

。

云

何
能

證
無
上

菩
提

。

　
こ

の

最
初
の

「

真
言
行
人

、

是
の

如
く
観
じ
已
っ

て
」

は
、

「

行
願
心
」

も
「

勝
義
心
」

も
観
行
の

如
く
読
め

る
。

　

そ
の

後
の

月
輪
や

阿
字
に
つ

い

て

も
「

止

観
行
」

と

見
な

す
こ

と

に

な
ん

の

疑
い

も

持
た

な
い

の

で

あ
る

。

　

徳
一

は

『

菩
提
心

論
』

所
説
の

「

行
願

、

勝
義
、

三

摩
地
」

を

「

止

観
行
」

と

断

定
し
た

の

で

あ
る

。

　

徳
一

の

こ

の

解
釈
が

 
の

結
論
と

な
る

。

　

　

真
言
行
人
の

所
修
の

因
行
は
三

名
を

列
す
と

雖
も
、

而
し

て

総
じ

て

こ

れ

観
行

。

　

　
此
の

止
観
行
は

六
度
の

中
に

於
い

て

唯
静

慮
波
羅

蜜
多

。

鹸
の

五

度
非
ず

。

382
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爾
則
ち
唯
一

度
を

行
じ
て

餘
の

五

を

行
ぜ

ず
。

全

く
四

攝
を

闕
く

。

行
を

闕
き

成
佛
此
れ

則
ち
不
可

也
。

　
こ

の

内
容
に

説
明
は

不
要
で

あ
ろ

う
。

　
即
ち
こ

の

徳
一

の

結
論
が

導
か
れ

「

行
不

具
失
」

と

し
た

判

断
の

根
拠
と
は

「

真
言
行
人
の

因

行
は

止

観
行
」

と

云

う
と
こ

ろ

で

あ
る

。

　
さ
て

我
々

が

注
目
し

な

け
れ
ば

な
ら
な
い

の

は
、

こ

の

徳
一

の

判
断
の

根
拠
と

な
っ

た

と

こ

ろ

で

あ
る

が
、

こ

の

「

真
言
行

人
の

因
行
は

止
観
行
」

に

は

二

つ

の

内

容
が

示

さ
れ
て
い

る
。

　
A
　
真
言
行
人
は

因
行
を

し
て

即
身

成
仏
す
る

。

　
B
　
真
言
行
人
の

修
行
（

因
行
）

は

総
じ

て

止

観
行
で

あ
る

。

　
A
は

何
の

意
味
も

無
い

事
柄
と

考
え

る

方
が

多
い

か

も
し

れ
な
い

。

現
代
に

お
い

て

真
言
宗
の

行
者
自
身
も
A
の

観
念
を

心

情
の

中
に

根
源

的
に

抱
い

て

い

る

か

も
し
れ

な
い

。

　
空

海
所
説
の

《

即
身
成
仏
》

は

A
の

よ

う
な

根
源
的

観
念
で

理

解
し
て
い

い

の

か

？

　
こ

の

答
え
は

こ

こ

で

は

ま
だ

明

示
し
な
い

が
、

そ

れ

よ

り
も
っ

と

根
本
的
な
理

論
の

前
提
と

し
て

A
と
B
の

関
係
を

解
説
す

る
。

　

そ
れ
は

、

B
は

A
の

因

行
の

説

明
を
し

て

い

る

が
、

A
の

是

非
こ

そ
が

最
も
重

要
で

、

実
は

B
が

成
立

し
て

も
A
が

不

成
立

な

ら
ば
全
て

の

理
論
が

瓦
解
す
る

の

で

あ
る

。

　
し

た
が
っ

て

こ

こ

で

は

便
宜
上
B
の

中
身
か

ら

検
討
し
て

行
き
た
い

と

思

う
。

　
B
が

不

成
立
で

あ
る

の

は
、

既
に

『

菩
提
心
論
』

に

明
確
な
る

説
明
が

あ
る

の

で
、

そ
の
一

文
を
引
い

て

明
ら
か

に
し
た
い

と

思

う
。

　
「

行
願

心
」

の

説
文
で

あ
る

。
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又

於
大
悲
門
中

。

尤
宜
拯
救

。

随

衆
生

願

而
給
付
之

。

乃
至

身
命
而
不

悋
惜

。

其
命
安
存

。

使
令
悦

楽
。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　〔
12）

　

　

既

親
近

已
。

信
任
師
言

。

因

其
相
親

。

亦

可
教
導

。

衆
生

愚

曚
不
可
強

度
。

真
言
行
者

。

方
便
引
進

。

　

真
言

行
人

は

衆
生

に

「

其
の

相
親
し

ま
ん

に

因
っ

て
、

亦
教

導
す
べ

し
」

で

あ
る

し
、

「

方

便
引
進
す
べ

し
」

な
の

で

あ
る

。

　
「

行
願
心
」

が

「

止

観
行
」

な
ど

で

あ
る

こ

と

は

間
違
い

で

あ
る
こ

と
は

議
論
以
前
の

話
な
の

で

あ
る

。

　

徳
一

は

こ

の

点
な

ど

に

対
し
て

な

ぜ

「

止

観
行
」

な

ど

と

言
い

切
れ

る

の

だ

ろ

う
か

。

徳
一

に

対
し

て

も

し

こ

の

よ

う
な

質

問
が

設
定
さ
れ

た

ら
”

六

度
四

摂
の

中
の

明
確
な
る

用
語
を

用
い

て

い

な
い
”

な
ど

と

言
う
の

だ

ろ

う
か

。

　

真

言
行
人
が

方

便

引
進
す
る

の

は

衆
生
に

他
な
ら

な
い

。

「

尤
も

宜
し

く

拯
救
す
べ

し
」

で

あ

り
、

「

衆
生

の

願
に

随
っ

て

而

も
之

を

給
付
せ

よ
」

と

は

「

懸
命
に

人

び

と

を

救
い

助
け
る
べ

き
で

あ

り
、

人
び

と

の

願
い

に

し
た
が
っ

て

施
し

与
え

る
べ

き

　
（
13）

で

あ

る
」

と

の

意

味
で

衆
生

救
済
の

行
為
そ

の

も
の

と

言
え
る

。

六

度
四

摂
に

繋
が

る
こ

と
と

し
て

差
し
支
え

無
い

の

で

あ
る

。

　

徳
一

が

何
故
に

『

菩
提
心

論
』

所
説
の

菩

提
心
の

三

種
の

行

相
を
全
て

「

止

観
行
」

と

解

す
る

の

か
、

理

解
で

き
な
い

と
こ

ろ
で

あ
る

。

　

た

だ
も

う
一

つ

付
け

加
え
て

お

け
ば

、

た
と
え
こ

の

「

止

観
行
」

だ

け
と

雖
も

、

ま
だ

理
論
が

残
っ

て

い

る
。

　

そ
れ

は
、

こ

の

「

止
観
行
」

に

よ
っ

て

衆
生

救
済
の

可
能
性
が

あ
る

か

ら

で

あ
る

。

　

し
か

し
な
が

ら

『

菩
提
心

論
』

所
説
に

お

い

て

「

止

観
行
」

と
の

解
釈
は

誤
り
で

あ

り
、

当
然
B
が

成
立

す
る
こ

と

な
ど

ま

ず
あ

り
得
な
い

。
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　（
14V

　
　

密
則
以

本
有
三

密
爲
教

。

旦
ハ

説
自
證
理

。

　
こ

れ
が

拙
論
で

前
に

提
示
し
た
も
の

で

あ
る

。

　

所
謂
『

勧
縁

疏
』

「

諸
の

有
縁
の

衆
を

勧
め

て

秘

密
の

法
蔵
を

写
し

奉
る
べ

き
文
」

の
一

部
で

あ

る
。

　

小
生
は
こ

れ
こ

そ
が

徳
一

の

述
べ

る

「

即
身
成
仏
の

疑
」

に

対
す
る

空

海
の

答
え
で

あ
る

、

と
の

理
論
を

展
開
し
て

き
た

。

　

拙
論
で

示
し
て

来
た

も
の

が

あ
る

訳
だ

が
、

や
は

り
説
明
不
足
で

あ
る

と

し
た

な

ら
ば

、

そ
れ

を
解
消
す
る

た

め
に

此
処
で

再
検
証
を

試
み

よ

う
と

云

う
の

で

あ
る

。

　

そ
の

ポ

イ
ン

ト
と

な
る

と

こ

ろ

は
、

先
程
の

徳
一

の

論
理
を

的

確
に

分
析
す
る

。

　

A
　
真
言
行
人
は

因
行
を
し

て

即
身
成
仏

す
る

。

　

B
　
真
言
行
入
の

修
行
（

匳
行
）

は

総
じ

て

止

観
行
で

あ
る

。

　
こ

の

先
程
の

A
と
B
を

設
定
し
て

説
明
し
た

点
か

ら

論
を

進
め

る
。

　

要
す
る

に

徳
一

の

示
す
論
理
と

は
、

真
言

行
人

の

修

行

（

因

行）

は

「

止

観
行
」

で
、

即

身
成

仏

す
る

と

云

う
が

そ
れ

は

「

行
不

具
失
」

に

よ

り
即

身
成
仏
な
ど
で

き
よ

う
は

ず
が

無
い

、

と

云

う
も
の

で

あ
る

。

　

先
程
の

論
証
で

、

既
に

B
が

成
立
し
な
い

こ

と
は

明
白
で

あ
っ

た
。

　

徳
一

の

「

行
不

具
失
」

の

争
点
は

こ

の

B
の

「

真
言

行
人
の

修
行
は

止

観
行
で

あ
る

か

否
か
」

で

あ
っ

た

筈
で

あ
る

。

当

然

B
が

成
立
し
な
い

、

つ

ま

り
門

真
瞽
行
人
の

修
行
は
止

観
行
で

は

無
い
」

と

云

う
こ

と

が

論
証
に

よ

り
明
ら
か

と

な

り
、

逆
に

申
し
上

げ

れ
ば

、

真
言
行
人
の

修
行
「

行
願

、

勝
義

、

三

摩
地
」

は

六

度
四

摂
に

通
じ

て
い

る
と

云

う
こ

と
が

示

さ
れ
る

に

至

っ

て

は
、

徳
一

の

こ

の

「

行
不
具
失
」

の

疑
難
は

疑
難
の

元
で

あ
る

『

菩
提
心
論
』

そ
の

も
の

の

論
証
に

よ
っ

て

論
破
さ
れ
た

と

言
、

凡

よ、
つ
Q

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

％

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
3

　

と
こ

ろ

が
、

こ

の

「

行
不
具
失
」

に

は

隠
さ
れ

た

本
当
の

争
点
が

あ
る
こ

と

を

見
破
っ

て
い

た

人
が

い

た
。

そ
れ
が

空
海
で
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あ
る

。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

86

　
先

程
の

章
で

少
し
触
れ

た
が

、

B
の

成
立

不
成
立
の

明

確
化
は

「

双
方
の

立
場
の

違
い

」

を

論
ず
る
こ

と

で
、

そ
の

意

義
を

　
3

失
う
可
能
性
が

あ
る

。

　
『

菩
提
心

論
』

に

は

「

行

不
具
失
」

が

あ
る
と

見
る

の

と
、

同
じ

『

菩

提
心

論
』

で

「

行
不

具
失
」

を

論
破
す
る
の

と
、

何
が

違

う
の

か
。

徳
一

の

根
本
理
念
の

立

脚

点
が

違

う
の

で

は

な
い

か
。

　
『

菩
提
心
勢

理

が

何
を

示
そ
う
と

、

徳
一

に

と
っ

て

は

「

衆
生

救
済
の

直
接
の

行
動
」

こ

そ
が

重
要
な
の

で

あ
る

。

　
し

た

が
っ

て

今
我
々

が

言
葉
の

上
で

「

行
不

具
失
」

を

論
破
し

て

も
、

真
言
行
人
の

実
践

す
る

「

行
」

と
、

徳
一

に

よ
る

「

行
」

に

対

す
る

考

え
方
自

体
が

異
な
る
た
め

『

菩
提
心

論
』

の

示
す
言

葉
で

は

納
得
し

な
い

と

考
え
ら
れ
る

。

　
つ

ま

り
徳
一

に

と
っ

て

他

者
に

対
す
る

直
接
的
な
働
き
か

け
の

無
い

、

あ
ら

ゆ
る

「

饑
行
」

は

「

止

観
行
」

以

外
の

何
物
で

も
な
い

の

で

あ
る

。

『

菩
提
心
論
』

の

中
で

そ

の

言

葉
が
六

度

四
摂
に

通

ず
る

と

解
し
て

も
、

六

度
四

摂
と

明

確
に

示
さ

れ
る

「

行
」

で

な

け
れ
ば

是
と
し

な
い

と

見
る
の

で

あ
る

。

　

徳
一

に

対
し
て

は

単
な
る

諾

葉
の

解
釈
の

違
い

ぐ
ら
い

で

は
、

「

行
不

具
失
」

へ

の

論
破
と

し
て

は

認
め

な
い

の

で

あ
ろ

う
。

　
「

行
」

に

対
す
る

根
本
的
な
理

念
の

違
い

は

こ

の

「

失
」

の

疑
難
を

大
変
難
し

く
し
て
い

る
。

　
『

菩
提

心
論
』

所
説
の

菩
提
心

の

三

種
の

行
相
は

ど
の

よ

う
に

解
釈
し
た
と

し
て

も

徳
一

に

と
っ

て

は

「

止
観
行
」

と
し
か

解

さ

な
い

と

見
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　

し
た

が
っ

て

B
は

空
海
と

徳
一

と

の

双

方
の

根
本
理
念
の

立
脚

点
が

既
に

異
な
っ

て

お
り

、

双

方
の

論
理
が

噛
み

合
わ

な
い

の

が

そ
の

問
題
の

本
質
な
の

で

あ
る

。

　

そ
こ

で

双

方
の

立

場
の

相
違
に

よ

る

解
釈
の

違
い

が

示
さ

れ

る

だ

け
で

は
、

疑
難
を

論
破
す
る

根
拠
と

は

な
ら
な
い

。

　

さ
て

こ

の

「

行
不
具
失
」

の

本

当
の

争
点
と

は
、

前
項
に
て

少
し
触
れ

た

が
、

A
と

B
と
の

関
連
に

お
い

て

A
と

云

う
徳
一

N 工工
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の

根
本
的
原
理
へ

の

論
破
で

あ
り

、

こ

れ
こ

そ
空

海
の

視
点
と

云

う
べ

き
と

こ

ろ

で

あ
る

。

　
行
不

具
の

点
に

着
目
す
る

の

が

普
通
な
の

だ
が

、

空

海
は

こ

の

「

行
不

具
失
」

の

争
点
と

し
て

A
を

考
え
た

。

　
こ

の

A
の

論

点
こ

そ
実
は

小
生

の

解
釈
す
る

「

即
身
成
仏
の

基

本
構
造
」

な
の

で

あ
る

。

　
こ

の

即

身
成
仏
の

基
本
構
造
が

明
示
さ

れ

る

こ

と
に

よ

り
、

徳
一

に

よ

る

即

身
成
仏
へ

の

解

釈
を

明
確
に

論
破
す
る

こ

と

に

な
る

の

で

あ
る

。

　

今
度
は

先
程
の

よ

う
に

「

立

場
の

相
違
」

な
ど

と
云

う
逃
げ
道
は

無
い

。

　
徳
一

も
「

即
身
成

仏
の

解
釈
」

と

云

う
局
面
に
つ

い

に
立
っ

て

し
ま
っ

た

か
ら

で

あ
る

。

　
此

処
に

お
い

て

空

海
も

徳
一

も

同

じ
「

即
身
成
仏
」

と
云

う

非
常
に

特

殊
な
理

念
の

根
本
的

理

論
を

説
明

す
る

に

至
っ

た
の

で

あ
る

。

　

徳
一

に

は

徳
一

な

り
の

「

大
乗
菩
薩
道
」

の

根
本
理
念
か
ら

「

即
身
成
仏
」

を

解

釈
す
る

。

　

そ
し
て

空
海
は

「

即
身
成

仏
」

を

解
釈
す
る

た
め

に

示
さ

れ

た

徳
一

の

こ

の

根
本
理
念
を

完
全
に

否
定
す
る

。

　

そ
れ
が
こ

の

章
の

最
初
に

示
し

た

「

勧
縁
疏
』

か
ら
の

引
用
な

の

で

あ
る

。

　

顕
教
は

「

因

果
六

度
」

、

密
教
は

「

本
有
三

密
」

と

空
海
は

『

勧
縁
疏
』

に

示
し
て

徳
一

の

疑

難
を

撃
退

す
る

。

　
「

即
身
成
仏
」

を

「

大
乗
菩
薩
道
」

の

根
本
理

念
か

ら
解

釈
し
て

は

誤
り
で

す
、

と

云

う
空

海
の

論
破
で

あ
る

。

　
こ

れ
に

よ

り
A
の

「

真

言
行
人
は

因
行
を
し

て

即

身
成
仏
す
る
」

と

云

う
徳
一

の

即
身
成
仏
の

解
釈
は

完
全
に

崩
壊
す
る

。

　
「

即
身
成

仏
」

は

「

因
行
に

よ

り
果
を

得
る
」

も
の

で

は

無
い

と

云

う
空
海
の

解
釈
が
成
立

す
る

の

で

あ
る

。

　
「

真
言

行
人
の

本
有
の

三

密
は

即
身
成
仏
で

あ
る
」

と

云

う
即
身
成
仏
の

基

本
構
造
の

理

論
が

明
確
に

な
る

。

　

空
海
が

『

勧
縁
疏
』

に

示
し
た

こ

の

理

論
は

徳
一

の

『

未
決

文
「

即

身
成
仏
の

疑
」
』

に

的
確
に

対
応
し
て
い

る
。

　

徳
一

の

「

行
不
具
失
」

の

疑
難
は

「

行
」

そ
の

も
の

の

解
釈
の

問
題
と
は

別
に

徳
一

の

根
本
的

な
成

仏

観
の

立

場
か
ら

崩
れ
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去
る
の

で

あ
る

。

　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

88

　
こ

の

空

海
の

実
に

的

確
な
理

論
が

『

勧
縁
疏
』

に

示
さ
れ

て

い

る

と

云

う
の

が

小
生
の

説
で

拙
論
に

既
に

述
べ

た

点
で

あ
る

　

3

が
、

今
回
新
た

に

説
明
を

付
け
加
え
て

み

た

の

で

あ
る

。

　

さ
て

さ
ら

に

此

処
で

表
題
に

示
し
た

事
柄
を

展

開
さ
せ

て

み

た
い

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

五

　
「

真
言
行
人

即
身
成
佛
事
」

　
「

真
言
行
人

即
身
成

佛
事
」

と
云

う
表
題
は
こ

の

拙
稿
に

適
切
な
も
の

と
は

言
え

な
い

と
の

指
摘
を

戴
い

た
。

　
ま
さ

し

く
そ
の

通
り
と

思
わ

れ

る
。

こ

の

表
題
は

少
し

奇
を

衒
っ

た

感
が

あ
る

こ

と
は

否
定
で

き
な
い

。

　
こ

の

拙
稿
で

述
べ

た
い

事
柄
が
「

真
言
行
人

即
身
成
佛
事
」

の

中
に

存
在
し
た
の

で
、

こ

の

タ

イ

ト
ル

に

な
っ

た

と

は

云
え

、

普
通

表
題
と
い

う
の

は

述
べ

る
べ

き
事
柄
を
コ

ン

パ

ク
ト

に

ま

と
め
て

付

け
る

も
の

と
云

う
の

は

十
分
理

解
し
て
い

た

が
、

こ

の

呆
宝
（

＝
二

〇
三

〜

＝
二

六
二
）

が
付

け
た

題

名
そ
の

も
の

の

研
究
で

あ
る

こ

と

に

間
違
い

は

無
い

の

で
、

敢
え
て
こ

の

タ

イ

ト
ル

と
さ

せ

て

頂
い

た

こ

と
を

ご

了
承
願
い

た
い

。

　
さ
て

そ
れ

は

『

真
言
宗
全

書
』

に

収
め

ら

れ

て

い

る

『

呆
宝
私
抄
』

の

中
に
こ

の

論
題
が

見

受
け
ら
れ

る
。

　
呆
宝
師
が

真
言

宗
の

伝

統
教
学
の

大
成

者
の
一

人

で

あ
る

こ

と
は

間
違
い

な
い

。

　
そ
の

呆
宝
の

著
さ

れ
た

「

真
言
行
人

即
身
成
佛
事
」

の
一

部
を

引
用
す
る

。

　
　

　
先

行
不
具

失
者

。

此
有
與

奪
。

奪
者
大

師
釋
云

。

顯
以

因
果
六
度

爲
行

。

密
以
本
有
三

密
爲
宗

文

　
　

　

因
果
六
度

者
。

爲
治
六

蔽
立
六

度
。

是
生

佛
因

果
相
對

中
行
故
云

因
果
六

度
。

是
遮

情
行
也

。

　
　

　
本
有
三

密

者
。

以

衆
生
三

業
直
住
如
来
三

密
。

是
生

佛

不
二

因
果

即
一

中

行
故
云

本
有
三

密
。

是
表

徳
行
也

。
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（
15）

　
　
　
顯

密
二

教
遮

表
異

故
。

　
呆
宝
が

説
き
示
し
た
の

は

「

行
不

具
失
」

に

対
し

て

の

「

大
師
釋
云
」

と

云

う
も
の

で
、

こ

れ

は

徳
一

の

『

未
決
文
「

即
身

成
仏

疑
」
』

の

「

行
不

具
失
」

で

あ
り

、

弘

法
大
師
の

釋
、

つ

ま

り
空

海
の

『

勧
縁
疏
』

に

他
な

ら
な
い

。

　

多
少
の

文
字
の

出

入

り
が
あ
る

が
、

ま
さ

し

く
呆
宝
の

そ
れ

は
、

先
程
か
ら

そ
し

て

そ

れ
以

前
の

拙
論
で

示
し
て

来
た

自
説

そ
の

も
の

で

あ
る

。

　

実
は

逆
、

拙

論
は

呆
宝
の

示
さ

れ
た

も
の

と
一

緒
だ
っ

た

の

で

あ
る

。

　
し

か
し

な
が
ら

こ

の

問
題

点
に

は

現
代
の

学
術
研
究
の

存
在
が

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
16）

　

そ
れ

は

小

野

塚
幾

澄
博
士
の

論
文

に
お
い

て
、

既
に

呆
宝
が

取
り
上

げ
ら
れ

、

説
き
明
か

し
て

お

り
、

非
常
に

参
考
に

な

る

が
、

原

文
が

載
せ

ら

れ
て
い

な
い

こ

と
で

、

呆
宝
の

示
し
た

中

身
を

把

握
で

き
な
い

。

　

し

か
し

、

こ

の

拙
稿
で

は

そ
の

内
容
を

詳
し

く

取
り
上

げ
、

「

大
師
釋
云
」

の

「

大
師
」

は

当
然
弘
法
大
師
で

あ
り

、

こ

の

「

釋
」

も
『

勧
縁

疏
』

で

あ
る

こ

と

を

小
生

に

よ
っ

て

明

確
に

で

き
た
と

云
え
よ

う
。

　

呆
宝
に

よ

る
こ

の

指
摘
そ
し
て

そ
の

存
在
に
つ

い

て

大
変
重

要
な
こ

と
と

考
え
ら

れ
る

。

　

な
ん

と

云
っ

て

も

そ
れ
は

徳
一

の

「

行

不
具
失
」

に

対
し

て

「

顯
以

因

果
六

度
爲
行

。

密
以

本

有
三

密
爲
宗
」

が

論
理
的

に

破
釈
し

得
る

と

云

う
こ

と

を
、

呆
宝

が
理
解
し
て
い

る

と

云

う
事
実
で

あ
る

。

　

こ

の

呆
宝
の

理

解
こ

そ
小
生
の

説
の

絶
対
的
な

根
拠
と

な

り
得
る

。

　

そ
の

呆
宝
の

理

論
は

、

　
　

因
果
の

六

度
と

は
、

六

弊
を

治
め
る

為
に

六

度
を
立

つ
。

是
れ
生

仏

因
果
の

相
対

す
る

中
に

行
ず
る

故
に

、

因
果
の

六

度

　
　

と

云

う
。

是
れ
遮
情
の

行
な

り
。

　
　

本
有
の

三

密
と

は
、

衆
生
の

三

業
を
も
っ

て

直
に

如
来
の

三

密
に

住
す

。

是
れ
生

仏
不
二

の

因
果
即
ち
一

つ

の

中
に

行
ず
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る

故
に

本
有
の

三

密
と

云

う
。

是
れ

表
徳
の

行
な

り
。

顕

密
の

二

教
は

遮
と

表
に

異
な

る

が

故
に

。

　
　
「

衆
生
（

因
）

か
ら

仏
（

果）

に

至

る

よ

う
に

因
と

果
に

相
対
し
て

い

る

行
で

・

煩

悩
を

断
滅

す
る

遮

情
の

行
が
徳
一

の

理

蹴

　
　

論
の

立

脚
点
で

あ
る
」

　
　
「

こ

れ
に

対
し

て

衆
生
三

業
即
如
来
三

密
と

し
て

衆
生

と

如
来
は

不
二

で

因

果
に

分
け
ず
既
に
一

つ

と

し
て

行
ず
る

の

が

本

　
　

有
の

三

密
に

お

け
る

表
徳
の

行
が

即
身
成
仏
な
の

で

あ
る
」

と

云

う
説
明
を
し

て

い

る
。

　

双

方
の

根
本
的
な

立

場
の

違
い

に

相
違
な
い

の

で

あ
る

が
、

徳
一

は

そ
の

立

脚
点
の

違
い

を

理

解
せ

ず
に

「

即

身
成
仏
」

に

踏
み

込
ん

で

し
ま
っ

た

た
め
に

、

そ
れ

に

空
海
は

答
え
て

お

り
、

そ

し

て

つ

い

に

そ
れ

を
呆
宝
が

指
摘
し

て
い

た

の

で

あ
る

。

　

徳
一

の

疑

難
と

空

海
の

説
明
を

呆
宝
は

此
処
に

的
確
に

示
し

た

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に

空

海
ご

撰
述
の

『

勧
縁
疏
』

の

記

述
が

徳
一

の

疑
難
に

対
し

て
、

答
え
て

い

る

こ

と
を

呆
宝
が

明
解
に

指
摘
し

て

お

り
、

空

海
の

記
述
の

中

身
へ

の

小
生
の

解
釈
が

間
違
い

の

無
い

こ

と

を
示
し

て
い

る
。

　

小
生

自
身
こ

れ

ま
で

の

拙
論
に

お
い

て

こ

の

呆
宝

所
説
を

取
り
上

げ
る
べ

き
で

あ
っ

た
が

、

こ

こ

に

明
確
に

指
摘

す
る

。

　

ま
た

呆
宝
は
こ

の

「

行
不
具
失
」

に

「

與
」

と

「

奪
」

と

表
示
し
た

二

つ

の

答
釈
を
空

海
の

著
述
か

ら

引
用

す
る

。

　
「

奪
」

は

こ

こ

ま
で

説

明
し
た

『

勧
縁
疏
』

で

あ
る
が

、

「

與
」

は

『

大
日

経
開

題
』

を

引

用
し
て

、

密
教
の

三

密
行
に

六

度

の

功

徳
も
具
足
し
て

い

る

と

空
海
が

説
い

て

い

る

と

す
る

。

　
こ

の

点
は

前
に

述
べ

た
通

り
「

行
」

に

対
す
る

考
え

方
の

相
違
か

ら
、

本
質
的
な

疑
難
へ

の

答
え
と

は

な

ら
な

い
。

　

さ
て

以
上

が

「

真
言

行
人

即
身
成

佛
事
」

に

示
さ
れ

て

い

る

呆
宝
の

極
め

て

重
要
な

説
文
で

、

今
後
こ

の

『

勧
縁
疏
』

に

よ

っ

て

徳
一

の

「

行

不
具
失
」

に

答
釈

す
る

説
を

「

呆
宝

説
」

と

称
し
た
い

。

　
い

ず
れ

に

せ

よ

空

海
が
徳
一

の

論
難
に

対
し

て
、

何
か

し
ら

の

言
葉
を

示
し
て

い

た

と
み

る
べ

き
で

あ
る

し
、

理

論
的
に

は
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極
め
て

完
全
な

答
釈
で

あ

る
こ

と
は

呆
宝
が

指
摘
し

て

お

り
、

前
の

拙
論
の

説
明
不
足
を

補
い

自
説
の

理

論
上
の

根
拠
と

し
て

示
す
こ

と
が

で

き
た

と

考
え
ら

れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

註
（
1

）

『

大
正
』

三
二

　
五

七

二

頁
〜

五

七

四

頁

（
2

）

『

大
正
』

七
七

　
八

六
三

頁
　
上

（
3

）

『

弘
全
』

三

　
五

二

六

頁

（

4
）

拙
論
（
豊
山

教
学
大
会
紀
要
　
二

九
号
　
平
十
三
）

で

十

分
述
べ

て
い

る

の

で
こ

こ

で

は

取
り
上

げ
な
い

。

（

5
）

小
生
と

は

意
見
が

全
く

異
な
る

が

『

勧
縁
疏
』

が

「

空
海
研
究
の

う
え
で

は
、

き
わ

め
て

重
要
な

文
章
」

と

云

う
指
摘
は

岡
村

　
　
圭
真
師
（
密

教
の

聖
者
空

海
　
吉
川
弘
文
館
　
平
成
十
五

年
十
一

月
）

な
ど

の

新
し
い

研
究
で

も
示
さ

れ
て

い

る
。

（

6
）

『

大
正
』

三

二

　
五
七
二

頁
　
下

（

7
）

『

大
正
』

七
七

　
八
六

三

頁
　
中

（

8
）

『

弘
法
大

師
空
海
全

集
』

第
八

巻
一

二
一
二

頁
一

五

因
地

（

9
）

『

大
正
』

三

二

　
五

七

四

頁
　
下

（
10
）

『

大
正
』

三

二

　
五

七

四
一

頁
　
中

（
11
＞

『

大
正
』

三

二

　
五

七

三

頁
　
下

（
12）

「

大
正
』

三

二

　
五

七

二

頁
　
下
・

五

七

三

頁

　
上

（
13）

『

弘
法
大
師
空

海
全
集
』

第
八

巻
一

〇

二

頁

（

14）

「

弘
全
』

三

　
五
二

七

頁

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
91

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
3

「
（

15
）

『

真
全
』

二

十

　
四
五

真

上

N 工工
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（
16
）

小
野

塚
幾
澄
博
士

「

『

真
言
宗
耒
決

文
』

に

お

け
る

即
身
成
仏
の

疑
に
つ

い

て
」

（

豊
山

学
報
二
一

昭
和
五

十
一

年）

【

キ
ー

ワ
ー

ド
】

『

菩
提
心
論
』

、

「

即

身
成

仏
の

疑
」

、

『

勧
縁
疏
』

、

空
海
の

答
釈

、

呆
宝
の

説

392
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